
地域経済コンシェルジュ養成研修参加状況

日時 講義タイトル 講師 受講者

７月19日 13:15～ 1 ＥＧ概論 拓殖大学政経学部：教授 山本 尚史 氏
４９名

（金） 17:40 2 地域を育てる 認定NPO法人グリーンバレー：理事 大南 信也 氏

8月７日
（水）

13:30～
17:45

3
伴走する
（顧客価値を考えるワークショップ）

福岡大学：産学官連携コーディネーター 中川 普巳重 氏 ３５名

8月29日
（木）

13:30
～17:45

4 マクロとミクロ 早稲田大学大学院：教授 友成 真一 氏

３３名5 顔の見えるネットワーク論 ＭＥＢＩＣ扇町：所長 堂野 智史 氏

ヒアリング課題について りそな総合研究所：リーナルビジネス部リーナルビジネス部長 藤原 明 氏

９月～10月 ６ 企業ヒアリングの実施 —

９月11日
（水）

13:15～
17:00

７ 産学公をつなげる 科学技術振興機構：イノベーション拠点推進部 マッチングプランナー 佐藤 利雄 氏

３６名
８ 図書館にみる情報の力

鳥取県立図書館：支援協力課 課長 小林 隆志 氏
大阪府立中之島図書館：泉有起 氏、大阪府立中央図書館：灘井雅人 氏
国立国会図書館関西館：高嶋志帆 氏
大阪市立中央図書館：利用サービス担当係長 岡本 泰子氏

9月27日
（金）

13:00～
18:00

９
データを活かす
（図書館活用ワークショップ）
場所：大阪府立中央図書館

大阪産業経済リサーチセンター：松下隆 氏
大阪府立中之島図書館：泉有起 氏
大阪府立中央図書館：小笠原弘之 氏

２８名

10月18日
（金）

13:30～
16:50

10 第1回EGおおさか推進ネットワーク定例交流会 ３３名

11月22日 13:15
～

17:00

11 聞き・書き・物語る力
りそな総合研究所：リーナルビジネス部リーナルビジネス部長 藤原 明 氏 ２７名

（金） 12 課題をみつける（ワークショップ）

12月1２日
（木）

13 課題をつなげる（ワークショップ）
りそな総合研究所：リーナルビジネス部リーナルビジネス部長 藤原 明 氏 ３０名

14 ＥＧアイデア・ワークショップ

2月6日
（木）

14:00～
17:30

15 第2回EGおおさか推進ネットワーク定例交流会 ５０名

▼EGおおさか推進ネットワーク 加入状況
令和元年度末 １２４機関 ３４５名

▼地域経済コンシェルジュ養成研修
令和元年度 研修生参加登録３３名 ⇒ 修了生２２名

（参考：聴講生参加登録 ３２名）

■講座一覧（令和元年度）
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○図書館活用ワークショップでは、図書館で使える様々なデータベースを用い、企画書を作成した

○りそな総合研究所の藤原氏のワークショップでは、各自が実施した企業へのヒアリング
内容をまとめたシートを持ち寄り、具体的にどのような支援ができるかを考えた

「地域経済コンシェルジュ養成研修」取組み状況
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１講座～５講座、７，８講座（座学中心）
１時間３０分講義×２名＋２名を交えた質問・トークセッション（３０分）＋講義のふりかえり・グループ討議

【研修の様子（一部）】

講義１：山本教授「ＥＧ概論」

■（ＥＧ）の歴史や背景とその効果
について

■（地域経済コンシェルジュ）の役割、
資質、活動例

講義４：「マクロとミクロ」
■ミクロ・マクロ論について
■タコ理論について

６講座（企業ヒアリング）、９講座、１１講座～１４講座（ワークショップ）
①大阪産業経済リサーチセンター 松下氏、府立中之島図書館 泉氏、府立中央図書館 小笠原氏
②りそな総合研究所 藤原氏



「地域経済コンシェルジュ養成研修」を終えて
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【研修参加者の声：アンケートから一部抜粋】

・種々の考え方や活動について話を聞き、また、色々な手法にもとづいた作業を経験し、とても勉強になりました。これか
らも地域の中小企業を相手に、深く関与し伴走する形式での支援を地道に展開して行こうと思います。今回の研修はその
ような活動に有用だったと思いますし、種々の実例にふれ、とてもはげみになりました。

・多くの著名な講師による講座は、大変勉強になると同時に私自身頭の整理ができました。地域の大半である小規模企業の
すぐに役立つ、実践的な支援を行っていきたいです。

・一つ一つの研修は非常におもしろく、ためになるものであり、勉強になるのも事実ですが、全体感としてのコンセプトや、
「この講義が何処にアプローチするものなのか」といった辺りが見えにくく、何処にどう生かしていくのかといった事の
構築に苦戦しています。そもそも一本線でつながるものでもないので、この辺りはネットワーク的になるとは思ってはい
るものの、ＥＧおおさかとしての想定があるのであれば知りたいとは感じました。

・毎回楽しく参加させていただきました。できればもう少し多くの業界の方に参加いただけるとバラエティーにとんだ話が
できるのではと思いました。

・毎日楽しく参加させていただきました。できればもう少し多くの業界の方に参加いただけるとバラエティーにとんだ話が
できるのではと思いました。

・研修に参加したことで、これまでに関りを持つ機会のなかったさまざまな職種の方とお話をすることができ、とても勉強
になっています。また、他業種の方との関わりの中で、自身の所属先の支援機関としての役割を改めて認識することがで
きました。研修の成果を職場に還元できるように、引き続き取り組んでいきたいと思います。

・非常に満足しました。このような機会をいただけて幸せです。行政の方向けのような気がしましたので、もっと広く広
まってほしいと思います。


